
   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
人間性豊かな自立的で実践力のある子どもの育成 
～豊かな心～ 
～確かな学力～ 
～健やかな体～ 令和８年度  ５号 

青葉小学校だより 

《７月行事予定》 
２日（木）クラブ活動（４～６年） 

７日（火）フッ化物洗口 

      オンライン交流会（わくわく学級） 

８日（水）サンク青葉台店見学（３年） 

     ５年生下校時刻１３：３０ 

９日（木）自然教室（５年）１日目 

     於：玄海青年の家 

１０日（金）自然教室２日目 

      ５年生下校時刻（１４：３０頃） 

１３日（月）～１５日（水） 

      個人懇談会（希望者のみ） 

      下校時刻１３：３０ 

１６日（木）レゴブロック設計体験（５年） 

１７日（金）終業日（給食あり） 

下校時刻１３：３０ 

１８日（土）夏季休業日（～８／２５まで） 

 

８月 ７日（金）ネットいじめ防止フォーラム 

（in北九州メッセ） 

代表児童参加（６年３名） 

８月２６日（水）始業日（給食なし） 

        下校時刻１１：４５ 

８月２７日（木）～３１日（月） 

給食後下校（１３：３０） 

《AI＋読書で学力向上へ》 
先日、北九州市の教育長が会見を行い、学力向上

へのアプローチの一つとして「AI＋読書」の強化を

実践していくという説明を行いました。読書につい

ては、本校でも継続して取り組んでいて、ちょっと

した隙間時間に本を手に取って読む環境作りを目指

してきました。 

「AIを使いこなすために必要な問いを立てる力や

思考力などを読書で養う」という説明にあるよう

に、AIと読書を両輪と捉えて、一体的に進めていこ

うという考えです。 

また、AIについては、先日配布した手紙にも記載

のとおり、AIドリルアプリを全市一括導入し、一人

一人を大切にする学びに対応していきます。青葉小

では昨年度まで「スマイルネクスト」を導入してい

て、ドリルアプリでの学習には、子どもたちは大変 

慣れています。個 

別のつまずきにも 

対応できるという 

AIドリルの特徴を 

生かし、一人一人 

の学びを支えるも 

のになればと考え 

ています。 

《くきのうみ花火の祭典「画板灯篭」の制作》 

 ６月１０日（水）１～４校時に６年児童が「画板灯籠」制作に挑みました。この「画板灯篭」は、
使われなくなった竹で大きな画板を作り、そこにドリルで穴をあけ、色付けした紙を裏から貼り、ラ
イトアップすることで、色鮮やかな作品となります。１０月２４日（土）に行われる「くきのうみ花
火の祭典」の前後の期間に展示され、若松の街を彩ることになっています。 
児童は、放置竹林による竹害などの説明を聞きながら、このプロジェクトの意味をしっかりと感じ

取り、慎重にドリルを操作したり、色紙を貼ったりして、丁寧に作業を進めていました。６年１組と
２組で合計２枚の大型画板灯篭を制作しました。 
ぜひ会場に足をお運びいただき、子どもたちの作品を 

ご覧いただければと思います。 
 
「画板灯篭プロジェクト」作品展示 
期 間：令和８年１０月９日（金） 

～令和９年１月１１日（月・祝） 
場 所：久岐の浜マリンコア横 
その他：若松イルミネーションと同時開催 

（点灯時間１７：００～２２：００） 

令和８年７月３日発行 

北九州市立青葉小学校           
校 長 佐伯 哲也 

担任の先生お勧めの本コーナー 


